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これは、 市民が写真文化に

より親めるよう実行委員会が

編集 ・ 発行するものです。
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フォトシティさがみはら　　フォトシティさがみはら

１まいのしゃしんにこんなにもはっけんで

きることがあるなんてとおもいました。/

写真のとりかたでちがうというのが分かっ

た / せつめいやいろいろなやりかた /　新

しい発見があって楽しかった。/ 一まいの

しゃしんでばしょをかんがえたりどうして

こうゆうものがあるのかかんがえられる。/

　分からないことがあるから / 写真をとっ

て見るだけでなく「読む」というみ方もあ

るから / 写真を見る物だと思ったけど、読

むことがあるのがよく分かった /「写真を

読む」っていうのかしらなかったからはっ

けんになった / いままでにないことだから

/ 写真をもっとしれたから / いろいろな見

かたがあるから /「写真から読みとる」新

しい発見 / 写真は「見る」ものと思ってい

たから / 目が見えない人の写真の楽しみ方

をしれたから / 写真をことばでつたえるこ

とができることを / そんなにくわしく考え

た事がなかったから。/ 目が見えない人も

写真が楽しめる / 写真を読むことをはじめ

て知ったから。/ 目が見えない人の写真の

知りかたを知れた。/ 目の見えない人に写

真が分かるように工夫していたから。/ 写

真は「読む」が新しい発見につながりまし

た / しゃしんはよむ物だとはしらなかった

から/写真を読むことをしらなかった

写真について学べた　６４人 新しい発見があった　４４人 面白かった　２１人

つまらなかった　２人「写真を読む」はどうでしたか？⇒こどもたちのアンケート回答から抜粋

富士見小学校は全学年がひとつの
昇降口を利用します。 昇降口を通
ると目の前には吹き抜けの大きな空
間が広がり、 大きな階段は、 まる
でホテルのロビーのようです。 この
空間を利用し、 ４年生の１クラスず
つ４日間にわたり、 子ども写真教
室のワークショップと撮影実習を開
催しました。
今年の写真教室は、 新しい試みと

して撮影にとりかか
る前に 「写真を読
むワークショップ」の
時間を持つことにし
ました。 写真は撮
る力と同様に見
る力も大事です。
撮る側と見る側
とで創りあげる表現
とも言えます。
　　このワークショップの案内役をつ
　　とめたのは、 フォトシティさがみ　
　　はらの実行委員の３人。 萩原さ
んがご自身が撮影した風景の写真
を、 安川さんもご自分の昆虫写真
作品を挙げて、 何が写っているか、
どんなふうに撮影したか、 を子ども
たちの想像力に問いかけます。 お
手伝いの大学生スタッフも、 子ども

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　たちの自由な発想
　　　　　　　　　　　　　の発言にびっくり。

田嶋さんはこれま
で受賞写真を目の
不自由な方と一緒
に見る体験を重ね
てきて、 障がいの
有無を越えて写真
が理解できること
を語り、 中学生が

つくった写真ガイドを紹介し、 「水
俣」 を子どもたちに伝えるネットワ
ーク所蔵の写真を見ないで見る、
見えない人にガイドする、 というこ
とにチャレンジしてもらいました。
いずれのワークショップも子どもた
ちの真剣さがひと際心に残りました。

さがみはら写真新人奨励賞第１回受賞者。

　　　　フォトシティさがみはら実行委員会

　　　　　　メンバー。 ２０２３年からアマの

　　　　　　　　部審査員。 現在、 日本大学

　　　　　　　　芸術学部写真学科非常勤講師。

読む講師●萩原義弘さん （円内）
読む講師●安川源通さん （円内）

２００７年よりフォトシティ

　さがみはら実行委員会

　メンバー。 アマゾンや

     アフリカなどで撮影 ・ 取材後、

         現在は身近な自然を中心に取材を続ける

          昆虫写真家。

読む講師●田嶋いづみさん （ディスプレイの横）

２００６年の水俣病を記録する桑原史成さんのさがみ

はら写真賞受賞を機に、 ２００７年よりフォトシティさ

がみはら実行委員会メンバー。 「水俣」 を子どもたち

に伝えるネットワーク代表。

写真を見る　　読む　　そして撮る
　　　　　　　　　　　　　子ども写真教室の進化が深い

子ども写真教室は、フォトシティさが

みはらを構成する大切なイベント。子
どものときから写真文化に触れること

で、情操を高め、考える力を育もうと、

毎年、市内公立小学校の子どもたちに撮

影技術を指導する撮影会と写真講評会を

行います。令和６年度は市立富士見小学

校４年生を対象に６月に実施。その写真

作品は、１０月開催のプロの部等受賞者

作品展と同じ会場同じ期間に展示する予

定です。

子どもたちの感想 Q


